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地域社会

THKは「よき企業市民」として、積極的に社会貢
献活動を行います。具体的には、
1. �事業活動を通じて社会貢献することを基本理

念と定める
2. �自社の経営理念等を踏まえつつ優先的に取り

組む課題領域を特定し、経営資源を活用して貢
献活動を推進する

3. �NPO・NGO、地域社会、行政、国際機関等、幅広い
ステークホルダーと連携・協働する

4. �従業員の自発的な社会貢献参加を支援する
5. �業界や経済界としての社会活動に参画する
としています。

2018年度は国内外を問わず多発する自然災害
をはじめとする支援金の提供、また若者にものづ
くりの楽しさを体験してもらおうと国内・海外の
10生産拠点でインターンシップを開催し、計184
名を受け入れました。

2018年8月、台風18号（アジア名ルンビア）が中
国大陸に上陸した影響で、山東省
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安をはじめ13市が被害に遭いました。約509万
人が被災し、18人が死亡、9人の行方不明者を出
し、直接の経済損失額は約120.8億元（約1,933億
円）にのぼりました。また豪雨の影響で周辺の
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虎山ダムの貯水量が大幅
に上昇したため一斉放水を行った結果、下流に位
置する寿
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光市では大規模な洪水が発生し、住宅、田
畑、ビニールハウス、養豚場等が水に浸かり、深刻
な被害を受けました。

THK遼寧ではす
ぐに被害地への寄
付を募り、約100名
の社員から集まっ
た 衣 服 や 布 団 等
を、寿

シ ュ ー グ ア ン

光市慈善総
会に送りました。

THK遼寧の孫副総経理は、2012年に大連市行政
区の1つである大連金普新区の政協委員に就任し
て以来、毎年地域住民の要望を取り入れた提案を
行っています。2017年度に提案した「養老サービ
ス体制の強化」は、両親が共働きの子供たちにお年
寄りと触れ合えるコミュニティーセンターの設立
を目指すというものです。この提案は大連金普新
区の第7回優秀提案賞を受賞し、同時に大連市の
施策として採用されました。

大連市は2018年3月に「2018年大連市住民とお
年寄りのコミュニティーセンター建設の指導標

準」を公布し、
今後養老サー
ビス体制の強
化を進めてい
く予定です。

岐阜工場は、2018年10月に開催された「関ヶ原
合戦祭り2018」にみたらし団子、フランクフルト、
ソフトドリンクを供する模擬店を出しました。祭
りは2日間にわたり開催され、両日とも天候にも
恵まれ約6万名の見物客が来場し大変盛り上がり
ました。また当社模擬店は大盛況で、参加した社
員17名は忙しい中でも充実した時間を過ごすこ
とができました。また当社は社員駐車場を祭りの
期間は来場者用に開放し、多くの方にご利用いた
だきました。当社の協力体制に対しては、関ヶ原
町関係者から感謝の言葉をいただきました。

この祭りは毎年開催されますが、地域の活性化
につながるように
今後も積極的にお
手伝いをしていく
所存です。

私 は25年 前 か
ら空手を始め、現
在 で はShintani 
Wado Kai Karate 
Federationで10年
以 上 に わ た り、7
～75歳 ま で の 生
徒 さ ん 約20人 に

指導を行っています。空手を通じて、他人を敬う
心、自分に対する自信、そして自制心を養うことが
できると考えています。

当会では稽古を通じて、組織の中でどう振舞う
べきかが自然と身に付きます。入会当初は大人し
く、恥ずかしがりやで自分に自信がない人でも、1
年もすればクラスを引っ張っていける程に成長し
ています。空手を行うことで実生活上、例えば大
勢の人前でも自信を持って発言できるような人に
育って欲しいと思っています。

2018年12月に本社所在地の東京都港区で開催
された「MINATOシティハーフマラソン2018」に協
賛し、5名の社員がコース整理のボランティアと
して大会運営をサポートしました。また折り返し
地点の一つとなったTHK本社前には救護所の場所
を提供し、参加されたランナーの皆様が安心して
マラソンを楽しめるようにも配慮しました。

当日は晴天にも恵まれ、また当社社員19名もラ
ンナーとして大会に参加しました。今後も当社の
拠点がある地域に密着した活動により、地域住民
とのコミュニケーションを深めていく所存です。

2018年9月下旬の2日間にわたって、おのだサン
パークで「第9回かがく博覧会」が開催され当社山
口工場も出展しました。テーマは“科学・理科に対
する興味・関心や好奇心を呼び起こし、多くの人
に科学の魅力や面白さを知ってもらう”で、THKは
取り扱っている製品材料の鉄を利用した砂鉄時計
作りを担当しました。

両日共多くの方が会場に立ち寄られ、真剣な眼
差しで時計作りに没頭していました。結果、用意
していた150本以上の材料が全てなくなるほどの
盛況でした。

子供たちが「なぜ？」という疑問を持てるテーマ
を提供し、科学や理科に興味・関心を持ってもら
えるように今後も活動を進めていきます。

THKの考え方 豪雨に対する被災地支援 地域住民との共生

関ヶ原合戦祭り2018地域活動

寄付

港区マラソン大会

かがく博覧会

日付 寄付目的 寄付送金先
H30.6 大阪北部地震 日本赤十字社
H30.7 平成30年7月豪雨 日本赤十字社
H30.9 北海道胆振東部地震 日本赤十字社
H30.10 インドネシア・スラウェシ島地震 日本赤十字社

（上）真剣に取り組む参加者
（下）完成した砂鉄時計

折り返し地点の一つ
となったTHK本社前

TRAカナダSt.Catharines工場　
マイクさん（左から2番目）

THKの模擬店

集められた救援物資 委員会にて（右奥の方）
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